
令和７年度 新潟大学附属長岡校園

新教科「ものづくり科」

文部科学省研究開発学校指定 第２年次



本日の内容

１「ものづくり科」の設定理由
２「ものづくり科」の資質・能力
３「ものづくり科」の見方・考え方
４「ものづくり科」の領域・内容
５ 今年度の実践紹介
６ ものづくり科の評価の仕方

内容



１ ものづくり科の設定理由
日本の「労働生産性」は
OECD ３８か国の中で

３２位
その低い原因

「付加価値を生み
出す力の弱さ」

社会の要請

新しい価値を付加で
きる資質・能力を有
した人材が必要！



２ ものづくり科の設定理由

❶自分の考えにこだわりをもって追求するよさがある
一方で，お互いの考えを分かり合おうとする姿にはや
や弱さが見られること。

❷特定の仲間との関わりを求めたがる傾向があり，誰
とでも協働できるかというとやや弱さが見られる。

R7小学校総論より

附属長岡校園の子供の課題



校園の中で発達段階の最終校種 中学校の教育目標

２ ものづくり科の設定理由

「知性と品位をもち，社会を興す人となろう」

自ら道を切り拓く子供

教育目標



２ ものづくり科の設定理由

「ものづくり科」を通して

社会の要請 附属長岡校園の
子供の課題

教育目標

イノベーション人材
既存の「もの」「仕組み」「サービス」「組織」等に対し、新しい価値を付加できる

資質・能力を有した人材

を育成



３ ものづくり科の見方・考え方

校園で目指す姿

多様な他者と協働し、自ら道を切り拓く子供

２ ものづくり科の設定理由

イノベーション人材
既存の「もの」「仕組み」「サービス」「組織」等に対し、新しい価値を付加できる

資質・能力を有した人材



２ 「ものづくり科」の資質・能力

知識及び技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力,人間性等

ものづくり科に
関わる知識

分析力 探究心

ものづくり科に
関わる技能

発散的思考
・収束的思考
（創造的思考力）

他者意識
・当事者意識

協働する力 粘り強さ

資質・能力に関わる評価



デザイン思考の
学習過程を通して

見方・考え方を働かせる

３ ものづくり科の見方・考え方

【ものづくりにおける見方・考え方】
各教科の特質に応じて育まれる見方・考え方を総合的に活用して、
ものづくりは「ものありき」から「人ありき」として捉え、
他者意識や社会貢献意識といった視点を踏まえながら、
多様な他者と関わり自己の生き方を深めていくこと

共感・理解 問題定義 創造 プロトタイプ テスト

共感
他者意識

ニーズを定義
目的・計画

アイデア
アプローチ手法

試作品
仕組み，構造，手順

テスト
発信（最後）



領域

A
自然
生命
食

領域

B
文化
伝統
芸能

作る楽しさ，達成感

人との関わりで
生まれる幸福感

ものを使う人の
幸福感

作る人，売る人，もの
に関わる人の幸福感

４ ものづくり科の領域

ウェルビーイング

自分の幸福 他者の幸福



４ ものづくり科の内容
領

域
ステージ

（ア）ものにかかわる人々の思い

を理解する

（イ）ニーズ，シーズの技能を身に付けること

ニーズファ

インディン

グ

シーズ
構造・図工

科・技術科

デザイン プロモー

ション

A

自
然
，
生
命
，
食

B

文
化
，
伝
統
，
芸
能

ステージ１ (幼稚園・小1)

※右記は，ステージ１の

終わりの姿

家族や先生、友達が作ったもの
への思いを聞き、共感する

身近な問
題を見つ
ける力を
育む

身近な動き

や仕組み

を体験する

色や形を

感じて楽

しむ

自分の作品

を伝える楽

しさを知る

ステージ２ (小2〜小4)

地域の職人やものづくりに関わる
人々の話を聞き、製品が生まれ
る背景を知る

具体的な
ニーズを
発見し、ア
イデアを
考える

シンプルな

機構を作り、

試す

目的に応

じたデザ

インを考

える

伝え方を工

夫し、魅力

を伝える

ステージ３ (小5〜中1)

歴史的なものづくりや社会的影響
を学び、技術の進化と人々の思
いを結びつける

実社会で
のニーズ
と問題解
決

複雑なメカ

ニズムに挑

戦し、応用

する

機能と美

しさを融

合させる

ターゲットを

意識したプ

ロモーショ

ン

ステージ４ (中2〜中3)

ものづくりの社会的・環境的責任
を考え、多様な価値観を理解する

ニーズの
深掘りと
価値の創
出

実用的な

機構を設

計し、社会

へつなげる

社会や環

境に配慮し

たデザイン

を構築する

実社会につ

ながるプロ

モーション

戦略

四
つ
の
ス
テ
ー
ジ

（ア
）も
の
に
か
か
わ
る
人
々
の

思
い
を
理
解
す
る
こ
と

（イ
）ニ
ー
ズ
，
シ
ー
ズ
に
か
か
わ

る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と

領
域
A
↓
B

（ウ
）情
報



５ 実践（幼稚園：年長「海ってね」）

創造的思考力の芽生え ／ 分析力の芽生え ／ 粘り強さ



５ 実践（小４・摂田屋の魅力発信／FOB✕FOD ）

分析力 ／ 創造的思考力 ／他者意識（当事者意識）

摂田屋の人の思い 食を通して発信する人の思い生産者の思い

FOD・FOB（附属オリジナル団子・弁当）づくり



５ 実践（中３・商店街のさらなる発展を目指して）

ものづくり科の技能 ／ 分析力 ／ 創造的思考力

提案書づくり 試作品づくり



記録に基づいた評価パフォーマンス評価

発表会ならびに作品，
発表会後の子供の振
り返り記述をもとに
評価

ものづくり科におけ
る子供の活動の記録
（エピソード）から
評価

イノベーション人材の育成

質問紙調査による評価

子供の自己評価
カリキュラム改善へ

６ ものづくり科の評価について
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